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吉田城

　吉
田
城
の
は
じ
ま
り
は
、
約
5
2
0
年
前

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
は
今
橋
城
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
今
橋
の
地
は
室
町
時
代
前

期
の
頃
か
ら
豊
川
を
活
用
し
て
、
人
の
往
来

や
交
易
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　今
橋
城
は
明
応
5
（
1
4
9
6
）
年
頃
に

地
元
領
主
の
牧
野
古
白
に
よ
っ
て
築
か
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
約
70
年

に
わ
た
っ
て
大
名
や
地
元
領
主
に
よ
る
争
奪

戦
が
繰
り
返
さ
れ
、
城
主
は
戸
田
氏
や
今
川

氏
に
変
わ
り
、
呼
び
名
も
今
橋
城
か
ら
吉
田

城
へ
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　さ
て
、
桶
狭
間
の
戦
い
の
あ
と
、
今
川
氏

か
ら
独
立
し
た
松
平
元
康
（
後
の
徳
川
家
康
）

は
、
織
田
信
長
と
同
盟
を
結
び
、
駿
河
・
遠

江
（
現
在
の
静
岡
県
）
の
今
川
氏
に
従
う
東

三
河
の
地
元
領
主
た
ち
を
攻
略
し
て
い
き
ま

し
た
。
元
康
か
ら
改
名
し
た
家
康
は
三
河
一

向
一
揆
を
治
め
、
永
禄
7
（
1
5
6
4
）
年

か
ら
は
東
三
河
の
重
要
拠
点
で
、
今
川
氏
の

支
配
下
に
あ
っ
た
吉
田
城
・
牛
久
保
城
・
田

原
城
の
攻
略
を
進
め
ま
し
た
。
当
時
、
二
連

木（
仁
連
木
町
）に
い
た
戸
田
氏
や
牛
久
保（
豊

川
市
）
の
牧
野
氏
な
ど
地
元
領
主
た
ち
は
、

今
川
氏
の
強
力
な
後
ろ
盾
を
得
る
見
返
り
に

人
質
を
預
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、寝
返
っ

て
松
平
氏
に
味
方
し
た
た
め
、
人
質
た
ち
は

龍
拈
寺
口（
新
吉
町
）で
殺
害
さ
れ
て
し
ま
い
、

遺
体
を
埋
葬
し
た
場
所
が
十
三
本
塚
（
富
本

町
）
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
戸

田
氏
は
人
質
に
送
っ
て
い
た
母
を
救
出
し
て

か
ら
松
平
氏
に
寝
返
り
ま
し
た
。

　酒
井
忠
次
を
中
心
と
し
た
松
平
氏
の
吉
田

城
攻
め
は
、
今
川
氏
か
ら
城
の
守
備
を
任
さ

れ
て
い
た
大
原
（
小
原
）
肥
前
守
の
出
陣
を

皮
切
り
に
、
豊
川
対
岸
の
下
地
合
戦
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
で
、蜂
屋
貞
次
（
半

之
丞
）
は
本
多
忠
勝
と
一
番
槍
を
争
い
、
命

が
け
で
今
川
勢
に
攻
め
入
っ
て
鉄
炮
で
狙
い

撃
ち
に
あ
う
武
勇
伝
を
残
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
後
、
家
康
は
喜
見
寺
砦
（
花
園
町
）・

糟
塚
砦
（
小
坂
井
）・
二
連
木
城
な
ど
を
お
さ

え
、
吉
田
城
を
包
囲
し
て
か
ら
総
攻
撃
を
仕

掛
け
ま
し
た
が
、
攻
め
き
れ
ず
長
期
戦
と
な

り
ま
し
た
。

　聖
眼
寺
（
下
地
町
）
に
本
陣
を
置
い
た
家

康
は
、
大
原
肥
前
守
と
和
談
を
進
め
ま
し
た
。

和
談
の
結
果
、
家
康
は
永
禄
8
年
に
吉
田
城

を
手
に
し
ま
し
た
が
、
交
換
条
件
と
し
て
家

康
の
異
父
弟
と
酒
井
忠
次
の
娘
を
人
質
と
し

て
今
川
氏
に
差
し
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

今
川
氏
か
ら
田
原
城
の
守
備
を
任
さ
れ
て
い

た
朝
比
奈
肥
後
守
も
家
康
に
城
を
明
け
渡
し
、

翌
年
に
牛
久
保
の
牧
野
氏
も
降
伏
し
た
の
で
、

よ
う
や
く
東
三
河
の
多
く
が
家
康
の
支
配
下

と
な
り
ま
し
た
。

第
３
回

　
家
康
の
吉
田
城
攻
め

　豊橋市内の徳川家康ゆかりの地を、

2か月に1回の連載で学芸員が紹介し

ます。

と
よ

　が
わ

り
ゅ
う
ね
ん

　じ

と

　み

　も
と   

づ
か

き

　け
ん      

じ  

と
り
で

か
す  

づ
か

し
ょ
う
げ
ん

　じ

一向一揆では家康と敵対した蜂屋貞次ですが、騒動後
は許され再び家康に仕えました。吉田城攻めでは、敵
陣に深入りして河井正徳に狙撃され、その傷がもとで
死亡しました。その功からか徳川16将に数えられます。

江戸時代後期の地誌「三河国吉田名蹤綜録」には、
吉田城攻めの経緯が文章と挿絵で紹介されています。
挿絵の吉田城は石垣と屋根瓦をもつ江戸時代の姿で
すが、当時は土づくりで堀や土塁が中心の城でした。

　岡
崎
で
生
ま
れ
る

　人
質
生
活
が
始
ま
る

桶
狭
間
の
戦
い

三
河
統
一

長
篠
の
戦
い

本
能
寺
の
変

関
ヶ
原
の
戦
い

征
夷
大
将
軍
と
な
り

　
　
　江
戸
幕
府
を
ひ
ら
く

駿
府
で
亡
く
な
る
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今回はこのあたり
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